























第 1 章では、マニエリスムという概念の限界を考察したのち、先述の 3 つの特質の源泉お
よび背景として考えらえられうる 3 つの視覚的経験を、具体的な事例と同時代の言説の分
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 第１章「15 世紀末から 16 世紀前半にかけての特異な視覚的経験」では、自然の再現描写からの
逸脱がどのように起こり、それがどのような芸術を生みだしていったのかが論述される。その最大
の契機となったのが、1470 年代後半、ローマで起こったグロテスクの発見であった。古代のホルツ
ィウスが「病人の見る夢」とまで揶揄したグロテスクが、16 世紀のダニエレ・バルバロによって「絵
画の夢」とまで持ち上げられる逆説が述べられる 
 第２章「ピントリッキオのアパルタメント・ボルジア――古代との出会いと初期ルネサンスの変
容」では、グロテスクの発見を契機とするルネサンス美術の変容現象をピントリッキオによるアパ
ルトメント・ボルジアの成立に焦点をあてて分析する。分析によるとアパルタメントは 15 世紀末に
おけるグロテスクをはじめとする古代美術の再発見とその受容が、幾何学的透視図法に基づく合理
的な三次元空間と自然観察に基づく再現的描写から離れる契機となったことが判明した。 
 第３章「パルミジャニーノの絵画と「魔術的なるもの」の構造的同調性」では、パルミジャニー
ノの作品と「魔術的なるもの」の構造的な同調性を、暗号、肖像画、鏡という三要素から分析して
いる。その結果、絵画と魔術的実践の構造的同調性という観点は、「マニエリスムのモーツアルト」
と呼ばれたパルミジャニーノの全体像を新たにとらえるための手がかりとして有効であり、同時に
他の作家や事例においても試す価値のあるリトマス試験紙になることが明らかになった。 
 第４章「フォンタネッラートのカメリーノにおける魔術的構造」では、装飾空間と魔術的なもの
の構造的な同調性を明らかにしている。カメリーノが魔術的なものの作用を構造的に表象した体験
型仮象空間であること、生と死をめぐる記念と瞑想的機能を異教的で魔術的なモチーフで実現して
いることが実証されている。 
したがって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
